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怒りのコントロール～子供たちの前に立つ者として～
私たち教職員は、絶えず研究と修養を重ねて、効果的な指導のあり方を
求め、教職員としての自覚を深めることに努めています。先日は、アンガーマ
ネジメント、つまり、感情のコントロールの方法について研修しました。

子供たちの前に立つ者として、感情的にならず、常に自分は、子供たちに
どう映っているのかということを常に意識していく必要があります。郷土の宝で
ある大切な子供たちの成長を願い、関わり方、接し方に大人の自覚をもって
あたりたいと考えます。皆様方にとっても参考になれば幸いです。

のびっ子フェスタ 学習発表会を実施しました。今回は、学習成果をまとめ、
それを保護者の皆様へ伝えることがめあてでした。のびっ子全員で「喜びを届けよう」とい
う気持ちで取り組みました。練習から本番を通して表現する力を伸ばした子供たちです。
一回り成長できたことでしょう。皆様、ご来校ありがとうございました。
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一
泊
二
日
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学
習
旅
行
で
す
。
中
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は
平
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学
習
。
戦
争
、
原
爆
投
下
の
惨
状
を
自
分
の

目
と
心
で
し
っ
か
り
と
捉
え
て
き
た
六
年
生

で
し
た
。
追
悼
記
念
館
で
誓
った
平
和
へ
の
誓

い
は
、
未
来
へ
の
強
い
約
束
と
な
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。
そ
し
て
、
な
ん
と
い
って
も
、
長
崎
の

夜
。
美
し
い
夜
景
、
友
と
語
り
合
った
長
い
夜

で
は
友
情
の
絆
を
よ
り
深
め
、
忘
れ
ら
れ
な

い
時
間
と
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
二
日
間
で

得
た
知
識
、
考
え
方
、
心
情
、
す
べ
て
を
自

分
の
力
に
変
え
て
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
、
後
輩
た
ち
に
修
学
旅
行
の
楽
し
さ
、

大
切
さ
そ
し
て
、
平
和
の
尊
さ
を
伝
え
て
ほ

し
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と
願
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ま
す
。
ご
支
援
い
た
だ
い
た
保
護

者
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

昭和34年度登立小学校卒業生の皆様方が喜寿
をお迎えになられました。その記念として、先日は過
分なお心遣いをいただきました。ありがたく頂戴し、
学校教育活動の充実にむけて活用させていただきます。
心より御礼申し上げます。
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本
校
が
本
年
度
の
「体
力
向
上
優
良
校
」と

し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
体
力
向
上
の
推
進

や
新
体
力
テ
ス
ト
の
結
果
な
ど
活
動
状
況
な

ど
を
総
合
的
に
判
断
さ
れ
決
定
さ
れ
る
も
の

で
す
。
朝
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
体
育
科
の
授
業
の

質
の
向
上
な
ど
の
取
組
の
成
果
が
体
力
の
数

値
と
し
て
表
れ
て
い
る
こ
と
が
受
賞
の
理
由

で
す
。
始
業
前
、
昼
休
み
、
そ
し
て
、
放
課
後

の
運
動
場
に
は
、
元
気
に
走
り
回
る
の
び
っ子

た
ち
の
姿
が
あ
り
ま
す
。
今
の
子
供
た
ち
の

姿
も
豊
か
な
な
心
に
裏
付
け
ら
れ
た
も
の
だ

と
捉
え
ま
す
。
こ
れ
か
心
づ
く
り
、
学
び
づ
く

り
、
そ
し
て
、
体
づ
く
り
に
力
を
入
れ
、
知

徳
体
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
の
び
っ子
の
育
成
を

進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

の
び
っ
子
の
学
び
方

特別支援教育の充実へ②
平成２８年４月１日に「障害を理由とする差別の解消の推
進に関する法律」が施行されました。この法の施行により、学
校においては、「合理的配慮の提供」が義務付けられました。
「合理的配慮」とは、障がいのある子供が、他の子供と平等
に学ぶために必要な変更や調整などを、一人一人の状況に
応じて、財政面や体制面で負担がかかりすぎない範囲で行
うことです。この「合理
的配慮」が提供される
手順は右図のようにな
ります。大切にことは、
子供が十分な教育を
受け、持てる力を伸ば
すことです。
（引用：熊本県教育委員会）

「怒らなくていいことは怒らない」
「怒るなら適切な表現や場所を選
ぶ」「自分の感情に責任を持つ」と
いう３点です。アンガーマネジメント
の基本的な考え方です。

親の学び
天草教育事務所の愛

甲先生を講師にお迎えし、
親の学びプログラムに沿っ
た講話を行いました。ネッ
ト・スマホの適正な使い方
について保護者の方々と
ともに学びの時間を過ごし
ました。「子育ては、親育
ち」とも申します。互いに子
育ての悩みや成果を出し
合いながらよりよい家庭環
境を創っていきたいもので
す。企画いただいた家庭
委員会の皆様方に感謝
申し上げます。第二弾を
楽しみにしています。

本
校
で
は
、
子
供
た
ち
が
基
礎
的
な
学
力
を
身

に
付
け
学
習
内
容
の
理
解
と
活
用
、
そ
し
て
、
応

用
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
誰
も
が
わ
か

る
授
業
、
学
習
の
つ
ま
づ
き
に
丁
寧
に
対
応
す
る

指
導
の
展
開
に
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て
日
々
努
力
し
て
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。

特
に
本
年
度
は
、
子
供
た
ち
が
自
分
の
学
習
の
状

況
に
応
じ
て
学
び
方
を
選
べ
る
よ
う
に
「
選
択
の

あ
る
学
習
活
動
の
充
実
」
に
む
け
た
研
究
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
学
び
方
を
選
択
で
き
る
こ
と
で

自
ら
進
ん
で
学
習
に
取
り
組
も
う
と
す
る
意
識
が

高
ま
り
ま
す
。
そ
れ
は
主
体
性
の
高
ま
り
で
あ
る

と
も
い
え
ま
す
。
主
体
性
が
備
わ
っ
た
子
供
は
学

習
へ
の
意
欲
と
取
り
組
み
方
が
変
わ
り
、
学
び
を

深
め
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。
そ
こ
で
、
低
学

年
時
期
か
ら
「
わ
か
ら
な
い
こ
と
」
「
で
き
な
い

こ
と
」
を
認
識
さ
せ
、
そ
れ
を
言
葉
で
伝
え
、
ど

う
学
習
を
進
め
て
い
け
ば
よ
い
か
を
深
く
意
識
さ

せ
て
い
く
よ
う
に
働
き
か
け
て
い
ま
す
。
高
学
年

で
は
、
自
分
の
学
習
の
状
態
に
合
わ
せ
て
「
一
人

で
」
「
友
達
と
」
「
教
師
と
」
「
次
の
活
動
に
向

け
て
」
と
い
う
具
合
に
学
習
活
動
を
選
択
が
で
き

る
よ
う
に
学
び
方
の
定
着
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
家
庭
学
習
に
お
い
て
も
「
授
業
内
容
の
理

解
」
「
単
元
内
容
の
理
解
」
「
一
定
期
間
に
お
け

る
理
解
と
定
着
」
の
三
つ
の
視
点
か
ら
子
供
た
ち

一
人
一
人
の
状
態
を
捉
え
、
そ
の
子
に
応
じ
た
課

題
を
提
示
す
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。
私
た

ち
教
職
員
に
は
絶
え
ず
「
工
夫
」
と
「
改
善
」
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
子
供
た
ち
一
人
一
人
の
た
め
に
、

「
誰
一
人
取
り
残
す
こ
と
な
く
、
最
大
限
の
学
び

を
保
障
す
る
」
努
力
を
絶
や
さ

な
い
覚
悟
で
す
。
皆
様
方
と
と

も
に
、
心
を
一
つ
に
し
て
、
子

供
た
ち
の
今
と
こ
れ
か
ら
、
そ

し
て
、
将
来
に
向
け
て
、
確
か

な
学
び
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
本
校
の
教

育
活
動
へ
の
深
い
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

わかば
「できるようになったこと」

一年生
「しらせたいなみせたいな」

二年生
「にん・ニン・忍者」

三年生
「総合の学習に調べこと」

四年生
「高齢者疑似体験での学び」

五年生
「五年生の学びをどう生かすか」

六年生
「キャリア教育に関する学びについて」



のびっ子に伝えたこと

福祉体験 ４年生が福祉体験活動を行いました。社会福祉

協議会のご協力をを得ながら、総合的な学習の時間で取り組んでい
るテーマについて体験をもとに学び深めました。先日は認知症サ
ポーター講座を受講し、サポーターとなったのびっ子たちです。単元
が進むごとに学びが深まっているようです。

給食の時間 給食の時間に、大矢野中学校の池田先生に

ご来校いただき、食に関する指導をしていただきました。献立の揚げ
パンで口をいっぱいにしながら、笑顔で池田先生のお話を聞いていた
のびっ子たちでした。

命の学習 ６年生が命をテーマに学習を行いました。熊本市に

ある産婦人科から助産師さんを講師にお迎えし、「生きる」ことについて
考えを深める学びの時間でした。お話しいただいた言葉一つ一つに命を
感じることができ、人と人がつながることの大切さ、命を尊ぶことの自覚
を深めたのびっ子たちでした。

秋の大収穫 １年生、２年生が春に植えたサツマイモの収穫

活動を行いました。地域の方々のお世話もあって、たくさん収穫できま
した。それも特大なサツマイモで、互いに大きさを比べあったのびっ子
たちでした。お世話いただいたみなさん、ありがとうございました。

「平等とは何か」についてのびっ子に問いました。「元気な花と弱った花、
一杯の水を等しく与えましょう。」どの子も「弱った花にたくさん与えます。」と

答えてくれました。平等には量的意味とともに、心を寄せる、相手の立場や

状況に基づいた判断も含まれることに気づけたのびっ子でした。本校で取り

組む「いじめや差別の根絶」にむけて制定した「のびっこ なかよし法」です。

子供たち、我々教職員、そして、ご家庭、地域の皆様方と一体になって本当

の平等の実現を図り、いじめや差別のない学校と校区を実現していきたいと

考えます。

「のびっこなかよし法」は、①「いじめや差別をなくす考え方」、②「のびっ子
の役割」、③「教職員の役割」、④「相談のルール」、⑤「取り組みの方向」、

⑥「いじめや差別を知るアンケートなど」の6つことからセリ立っています。内

容を理解し、日常の生活の中で、常に意識し、実践していけるように、全員

で力をあわせましょう。

郡市音楽会出場 １年生が郡市音楽会に出場しました。

みんなで声を合わせ、心を合わせて歌った３曲（ドレミの歌・believe・パ
プリカ）でした。音楽会にむけて歌い続けたのびっ子たちは歌声ととも
にたくさんの絆を築きました。大きな成長があった音楽会にむけての
取組でした。なお、一年生の合唱は、１２月の「のびっ子まつり」におい
て発表する予定です。

文化展での輝き
文化展にむけて取り組んだのびっ子の作品が校内を飾っています。

お越しの際は、ご覧になり、称賛の言葉をお願いします。以下は郡市

文化展での優秀賞に輝いたのびっ子たちです。

〔天草郡市文化展〕

・硬筆の部 優秀賞

藤島いとさん（１年）

・毛筆の部 優秀賞

種物谷皐妃さん（４年）

石炭愛菜さん（５年）

・描画の部 優秀賞

松山みちるさん（５年）
※画像は松山みちるさんの賞状


